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データ  シート
Cisco MDS 9000 
IP スト レージ サービス モジュール
特長

Cisco® MDS 9000 IP ス ト レージ サービス  モジュールには、次のよ うな特長があ り ます。

• 柔軟な IP ス ト レージ サービス  ― 4 ポート構成と 8 ポート構成のモジュールによっ

て、 Fibre Channel over IP （FCIP） と Small Computer System Interface over IP （iSCSI）
のいずれの IP ス ト レージ サービスも提供できます。これらのサービスはソフ ト ウェ

アを使用してポート単位で設定できます。

• 業務継続性とス ト レージ統合の単純化 ― よ く知られている IP を使用して、 距離を

隔てた多数の場所にある多数のサーバに費用効率よ く接続できます。

• 管理の簡素化 ― サーバとス ト レージ ネッ ト ワークの間の接続方式がファイバ チャ

ネルでも IP でも、 統一された管理環境を提供します。

• 包括的なセキュ リティ  ― 広く普及している IP セキュ リティ  インフラス ト ラ クチャ

と、 Cisco Virtual SAN （VSAN; 仮想 SAN）、 ハード ウェアベースのゾーニング、 お

よびハード ウェアベースの Access Control List （ACL; アクセス制御リ ス ト ） を組み

合わせるこ とによ り、 堅牢なセキュ リ ティを提供します。

• FCIP の特長

– オープンスタンダードの FCIP ト ンネ リ ングを使用し WAN を通じたバッ クアッ

プ、 リモート複製、 障害復旧が可能であるため、 データ保護や業務継続性のた

めの戦略を簡単に実現できます。

– 1 つのギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート上で最大 3 つの仮想 ISL （スイ ッチ間リ

ンク） ト ンネ リ ングが可能なので、バッ クアップや複製時の WAN リ ソースの利

用効率が高ま り ます。

– リモート接続プラ ッ ト フォームを別に配置し管理する必要がないので、 SAN の

複雑さが軽減されます。

– VSAN、 高度な ト ラフ ィ ッ ク管理、 リモート接続間のセキュ リ テ ィなど、 Cisco
MDS 9000 ファ ミ リーの拡張機能が維持されます。

図 1
Cisco MDS 9000 IP スト レージ サービス モジュール

4 ポート または 8 ポートの Cisco MDS 9000 IP ス ト レージ サービス  モジュール ― ギガ

ビッ ト  イーサネッ ト を通じてワイヤ速度の iSCSI または FCIP 接続が可能
rtant Notices and Privacy Statement.



All cont
• iSCSI の特長

– ファ イバ チャネル SAN ベースのス ト レージの利点を、 IP 対応サーバでも利用できるよ うにし、 しかも

ファ イバ チャネルによる相互接続だけの場合よ り もコス ト を削減できます。

– IP とファ イバ チャネルのブロッ ク  ス ト レージの統合によってス ト レージの利用効率と可用性が向上し

ます。

– ゾーニング ツールなど、 従来のス ト レージ アプリ ケーシ ョ ンの機能が、 透過的動作によって維持され

ます。

ファイバ チャネル SAN の利用範囲の拡張

すでにファイバ チャネル SAN インフラス ト ラ クチャに投資している企業は、ス ト レージの利用効率と可用性、

簡単な管理、 効果的な障害復旧や業務継続性の面で、 ファ イバ チャネル SAN が非常に有利であるこ とをご存

知です。 と ころがほとんどの場合、SAN を導入する際のこのよ うな利点は、個々のデータ  センター内でのミ ッ

シ ョ ンク リ ティカルなアプリ ケーシ ョ ン領域に限定されていました。データ  センターに設置された多数のミ ッ

ドレンジ サーバをファイバ チャネルに移行する際の困難さやコス ト を考える と、 SAN の利用範囲を ミ ッ ドレ

ンジ アプリ ケーシ ョ ンにまで拡張するこ とは IT管理者にとって非現実的なこ とだったのです。Cisco MDS 9000
IP ス ト レージ サービス  モジュールを使用する と、IP ベースのオープンスタンダード技術によって SAN の拡張

に伴う障壁が取り除かれるため、ファ イバ チャネル SAN の利用範囲をデータ  センター全体およびデータ  セン

ター間に拡張できます。 Cisco MDS 9000 IP ス ト レージ サービス  モジュールの持つ二重の機能によ り、 リモー

ト SAN 領域の相互接続や、 IP 対応サーバでの SAN 接続が可能になり ます。 これには、 それぞれ FCIP プロ ト

コルと iSCSI プロ ト コルを使用します。

Cisco MDS 9000 スイッチング サービスとの統合

IP ス ト レージ サービス  モジュールは、 Cisco MDS 9000 ファ ミ リーのマルチレイヤ ディ レク タおよびファブ

リ ッ ク  スイ ッチとシームレスに統合され、IP ス ト レージのポート と、Cisco MDS 9000 スイ ッチ上の任意のポー

ト との間で ト ラフ ィ ッ クをスイ ッチできます。 Cisco MDS 9000 IP ス ト レージ サービス  モジュールは、 他の

MDS 9000 ファ イバ チャネル スイ ッチング モジュールで使用可能なすべてのサービス（VLAN、セキュ リ ティ、

ト ラフ ィ ッ ク管理など） をサポート しています。

柔軟な設定

DS-X9308-SMIP および DS-X9308-SMIP には、 ホッ ト スワ ップ可能な Small Form-factor Pluggable （SFP） の LC
ギガビッ ト  イーサネッ ト  インターフェイスがそれぞれ 4 個および 8 個あ り ます。 モジュールの接続には、 短

波長または長波長の SFP を使用でき、 接続距離は、 短波長が最大 550 m、 長波長が最大 10 km です。 また、 す

べてのポート をポート単位で FCIP 動作と iSCSI 動作のいずれかに設定できます。 FCIP 動作用に設定したポー

トは、 さ らに最大 3 つの仮想 ISL 接続をサポートするよ うに設定できます。

FCIP によるリモート SAN の拡張

データ分散、 データ保護、 および業務継続性は、 情報中心の業務にとって非常に重要な要素です。 重要なデー

タをグローバルな規模で効率的に複製できれば、 貴重な企業情報が高度なレベルで保護されるだけでな く、

バッ クアップ リ ソースの利用効率が高ま り、単一サイ トの重大障害の影響が軽減され、ス ト レージに関する総

所有コス ト も削減されます。 Cisco MDS 9000 IP ス ト レージ サービス  モジュールは、 オープンスタンダードの

FCIP プロ ト コルを通じて、 現在のファイバ チャネル ソ リ ューシ ョ ンが抱える距離の壁を越え、 遠隔地にある

SAN 領域の相互接続を可能にします。
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FCIP によるリモート接続の拡張

リモート接続における FCIP の主な利点は、 接続距離を延長できるこ とです。 しかし、 高価な WAN 帯域幅の

フル活用を求める IT 組織では、 パフォーマンスを犠牲にした距離の延長は受け入れられません。 IP ス ト レー

ジ サービス  モジュールは、 「ハイ  パフォーマンスのための TCP 拡張」 （RFC 1323） を実装しているので、標準

TCP の場合よ り も長い距離を隔てても、 すべての帯域幅を効率的に利用できます。 また、 FCIP 圧縮機能を利

用する と、 WAN 帯域幅の利用効率が高ま り、 高価な WAN インフラス ト ラ クチャのコス ト削減が可能となり

ます。 さ らに、 Cisco SAN-OS FCIP の書き込みアクセラレーシ ョ ン機能を利用して、 アプ リ ケーシ ョ ンのパ

フォーマンスを強化する と、 WAN リ ンクを通じた書き込み入出力の遅延を最小限に抑えられるので、 応答時

間が短縮され、 WAN スループッ トが大幅に増大します。

Cisco MDS 9000 FCIP による SAN のセキュリテ ィ強化と安定性の向上

Cisco IP ス ト レージ サービス  モジュールを使用する と、 FCIP ト ンネルを通じて VSAN を拡張できます。 すべ

ての Cisco MDS 9000 スイ ッチに組み込まれた VSAN 機能によって、全社規模の統合ス ト レージ ネッ ト ワーク

の構築が可能とな り ます。 VSAN は、単一の SAN ファブ リ ッ ク内にハード ウェアベースで分離された環境を作

成するこ とによって、 SAN の利用効率を高めます。 各 VSAN を通常の SAN と してゾーニングし、 それぞれ独

自のファブリ ッ ク  サービスを維持できるので、スケーラビ リティ と復元力が強化されます。VSAN を使用すれ

ば、 ト ラフ ィ ッ クの完全な分離とセキュ リ ティが保証され、 VSAN 単位で個別に設定を制御できるほか、 SAN
インフラス ト ラ クチャのコス ト をよ り多くのユーザで分担できます。

iSCSI による SAN スト レージの IP 対応サーバへの費用対効果に優れた拡張

多数のミ ッ ドレンジ サーバをファイバ チャネルに移行するのは非常に複雑で、 高い費用もかかるため、 IT 管

理者の多くは SAN アクセスの拡張を ミ ッシ ョ ンク リ ティカルなアプリ ケーシ ョ ンに限定し、 ミ ッ ド レンジの

データ  センター アプリ ケーシ ョ ンにまで拡張するこ とは見合わせていました。 しかし、 Cisco MDS 9000 IP ス

ト レージ サービス  モジュールを使用する と、IT 組織は費用対効果に優れた IP インフラス ト ラ クチャを利用し

ながらス ト レージ ネッ ト ワークを拡張できるので、 これまでのよ うに拡張範囲を限定せずにすみます。 ス ト

レージの利用効率の向上、 バッ クアップの一元化、 ス ト レージ容量の追加の容易さ、 管理の簡素化、 全体的な

Total Cost of Ownership （TCO; 所有総コス ト ） の削減といった SAN の利点すべてを今までよ り も広範なアプリ

ケーシ ョ ンで生かすこ とができます。

Cisco IP ス ト レージ サービス  モジュールは、Cisco MDS 9000 ファ ミ リーの必須コンポーネン トであるため、 IP
接続サーバは、 低コス トで使いやすいという IP の利点を維持しながら、 ファ イバ チャネル接続のサーバと同

様に SAN のスケーラビ リティ、 可用性、 管理性、 およびインテ リジェン ト  サービスの恩恵を得るこ とができ

ます。 Cisco MDS 9000 IP ス ト レージ サービス  モジュールを利用するこ とによ り、 コス ト を最大限に生かした

ス ト レージ ネッ ト ワークの設計が可能とな り ます。

プロキシ イニシエータの透過的な動作

Cisco MDS 9000 IP ス ト レージ サービス  モジュールは、 iSCSI ド メ インとファ イバ チャネル ド メ インの間の

SCSI 入出力動作を透過的にマッピングします。 Cisco MDS 9000 ファ ミ リー ス ト レージ ネッ ト ワークに IP 接

続サーバを追加する と、それらのサーバはネイティブのファイバ チャネル ホス ト と してファ イバ チャネル ス
ト レージ デバイスに認識されます。 逆に、 ファ イバ チャネル ス ト レージ デバイスは、 iSCSI ターゲッ ト と し

て iSCSI ホス トに認識されます。 この透過的アクセスによって、 ゾーニング マネージャなど、 すべてのホス ト

を認識する必要のあるス ト レージ ツールの正常な動作が維持されます。

また各ホス トは、 SAN への接続にどのよ うな ト ランスポート を使用していても、 常に一貫した SAN サービス

にアクセスできます。 SAN に iSCSI ホス ト を追加する と、 それらのホス トは VSAN、 ファ イバ チャネル ネー

ム サーバ、 ゾーン サーバ、 および Cisco MDS 9000 ファ ミ リーの管理インフラス ト ラ クチャに適切に追加され

ます。
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仕様

インターフェイス

• 物理インターフェイス ： 4 または 8 個の SFP 型 LC

• ギガビッ ト  イーサネッ ト （IEEE 802.3z）

スケーラビリテ ィ

• シャーシあたりの IP ス ト レージ サービス  ポート数 ： 各

シャーシ 4 ～ 48 ポート

• ラ ッ クあた りの IP ス ト レージ サービス  ポート数：42U ラ ッ

クで最大 144 ポート

• 各ポートの仮想 ISL 数 （FCIP モード） ： 3

• 各 Gigabit EtherChannel® のポート数 ： 2 ポート

• サポート対象の光インターフェイス、 メディア、伝送距離：

表 1 を参照

IP およびイーサネッ トの標準

• IP 標準

– RFC 791 IPv4

– RFC 793、 1323 TCP

– RFC 894 IP/ イーサネッ ト

– RFC 1041 IP/802

– RFC 792、 950、 1256 ICMP

– RFC 1323 TCP パフォーマンス拡張

– RFC 2338 VRRP

• イーサネッ ト標準

– IEEE 802.3z ギガビッ ト  イーサネッ ト

– IEEE 802.1Q VLAN

インジケータ

• ステータス ： グ リーン （正常動作）、 レッ ド （障害）、 オレン

ジ （モジュール起動中または診断実行中）

• リ ンク ： グ リーン （ポート  アクティブ） 、 グ リーンの点滅

（ポート  アクティブ ― ビーコン） 、 オレンジ （ディセーブ

ル） 、 消灯 （非アクティブまたは未接続） 、 オレンジの点滅

（診断エラーによるディセーブル）

環境条件

• 動作時の周囲温度

– 0 ～ 40°C （32 ～ 104°F）

• 非動作時および保管時の温度

– –40 ～ 70°C （–40 ～ 158°F）

• 動作時の周囲相対湿度 （結露しないこ と）

– 10 ～ 90%

• 非動作時および保管時の周囲相対湿度 （結露しないこ と）

– 10 ～ 95%

• 動作時の高度

– –60 ～ 2000 m （–197 ～ 6500 フ ィート ）

物理特性

• 寸法 （高さ×幅×奥行）

– 3.0 × 35.6 × 40.6 cm （1.75 × 14.4 × 16 インチ）

– Cisco MDS 9200 シ リーズまたは MDS 9500 シ リーズの

シャーシの 1 スロ ッ ト を占有

• 重量

– IP ス ト レージ サービス  モジュールのみ：4.5 kg（10 ポンド）

適合規格

システム搭載時の Cisco MDS 9000 IP ス ト レージ サービス  モ
ジュールは、 次の規格および安全基準に適合しています。

安全基準

• CE Marking

• UL 60950

• CAN/CSA-C22.2 No. 60950

• EN 60950

• IEC 60950

• TS 001

• AS/NZS 3260

• IEC60825

• EN60825

• 21 CFR 1040

EMC 規格

• FCC Part 15 （CFR 47） Class A

• ICES-003 Class A

• EN 55022 Class A

• CISPR 22 Class A

• AS/NZS 3548 Class A

• VCCI Class A

• EN 55024

• EN 50082-1

• EN 61000-6-1

• EN 61000-3-2

• EN 61000-3-3

表 1 光インターフェイス、 メディア、 距離

光インターフェイス メディア 距離

1000-BASE-SX、
LC SFP

50/125 ミ クロン マルチモード 550 m

1000-BASE-SX、
LC SFP

62.5/125 ミ クロン マルチモード 275 m

1000-BASE-LX/LH、

LC SFP
9/125 または 10/125 ミ クロン 
シングルモード

10 km
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表 2 発注情報

部品番号 説明

DS-X9304-SMIP 4 ポートの IP スト レージ サービス モジュール

DS-X9304-SMIP= 4 ポートの IP スト レージ サービス モジュール （スペア）

DS-X9308-SMIP 8 ポートの IP スト レージ サービス モジュール

DS-X9308-SMIP 8 ポートの IP スト レージ サービス モジュール （スペア）

DS-SFP-FCGE-SW ギガビッ ト  イーサネッ ト -SW、 SFP、 LC

DS-SFP-FCGE-SW= ギガビッ ト  イーサネッ ト -SW、 SFP、 LC （スペア）

DS-SFP-FCGE-LW ギガビッ ト  イーサネッ ト -LW、 SFP、 LC

DS-SFP-FCGE-LW= ギガビッ ト  イーサネッ ト -LW、 SFP、 LC （スペア）

M9200EXT14K9 Cisco MDS 9200 SAN Extension over IP ライセンス ― 4 ポート IP スト レージ サービス モジュール× 1

M9200EXT14K9= Cisco MDS 9200 SAN Extension over IP ライセンス ― 4 ポート IP スト レージ サービス モジュール× 1（スペア）

M9500EXT14K9 Cisco MDS 9500 SAN Extension over IP ライセンス ― 4 ポート IP スト レージ サービス モジュール× 1

M9500EXT14K9= Cisco MDS 9500 SAN Extension over IP ライセンス ― 4 ポート IP スト レージ サービス モジュール× 1（スペア）

M9200EXT1K9 Cisco MDS 9200 SAN Extension over IP ライセンス ― 8 ポート IP スト レージ サービス モジュール× 1

M9200EXT1K9= Cisco MDS 9200 SAN Extension over IP ライセンス ― 8 ポート IP スト レージ サービス モジュール× 1（スペア）

M9500EXT1K9 Cisco MDS 9500 SAN Extension over IP ライセンス ― 8 ポート IP スト レージ サービス モジュール× 1

M9500EXT1K9= Cisco MDS 9500 SAN Extension over IP ライセンス ― 8 ポート IP スト レージ サービス モジュール× 1（スペア）
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